
六
代
勝
事
記
と
言
へ
ぱ
、
私
は
す
ぐ
に
恩
師
後
藤
丹
治
先
生
を
想
ひ
出
す
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
六
代
勝
事
記
は
先
生
と
密
接
な
つ
な
が
り
の
あ
る
作
品
の
一

つ
で
あ
っ
て
、
私
が
今
日
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
国
文
学
の
研
究
め
い
た
こ
と
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
一
つ
は
、
先
生
の
御
担
当
に
な
っ
た
、
こ
の
六

代
勝
事
記
の
御
講
義
を
通
し
て
把
握
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
国
文
学
の
知
祇
。

教
養
が
基
礎
と
な
っ
て
ゐ
れ
ぱ
こ
そ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
ま
に
か
私

は
不
肖
の
教
へ
子
と
し
て
平
安
時
代
の
文
学
に
関
心
を
抱
く
や
う
に
な
り
、
長

ら
く
六
代
勝
事
記
も
顧
み
る
機
会
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
こ
の
た
び
本
誌
が
先

生
の
追
悼
号
と
し
て
細
帆
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
や
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
六
代
勝
班

記
に
関
す
る
こ
と
を
記
し
て
先
生
の
御
恩
を
謝
し
た
て
ま
つ
り
た
い
と
考
へ
、

を
こ
が
ま
し
く
も
筆
を
執
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
内
容
が
先

生
の
し
ば
し
ば
御
発
表
に
な
っ
た
、
典
拠
研
究
と
か
比
較
研
究
に
関
係
の
あ
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
な
ほ
ふ
さ
は
し
い
こ
と
で
ば
な
い
か
と
あ
れ
こ
れ
考
へ
を
め

ぐ
ら
し
た
あ
げ
く
、
ふ
と
思
ひ
出
し
た
の
が
、
か
ね
て
心
に
懸
っ
て
ゐ
た
法
然

知
恩
伝
に
及
ぼ
し
た
六
代
勝
事
記
の
影
響

知
恩
伝
に
及
ぼ
し
た
六
代
勝
事
記
の
影
響

ｌ
亡
き
後
藤
丹
治
先
生
を
偲
ん
で
Ｉ

上
人
の
伝
記
知
恩
伝
と
六
代
勝
事
記
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
い
さ

さ
か
私
事
に
わ
た
る
こ
と
を
述
べ
て
、
先
生
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
た
い
・

私
が
知
恩
伝
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
今
か
ら
約
十
五
年
前
の
昭
和

二
十
二
年
十
二
月
頃
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
当
時
、
本
学
文
学
部
の
夜
間
部
学
生

と
し
て
、
先
生
の
六
代
勝
事
記
の
講
読
を
受
け
て
ゐ
た
私
は
、
は
か
ら
ず
も
、

大
正
大
学
講
師
の
職
に
あ
っ
た
実
兄
宝
Ⅲ
正
道
か
ら
、
知
恩
伝
に
六
代
勝
事
記

の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
く
は
し
い
調
査
を
極
力
勧
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
多
忙
に
ま
ぎ
れ
て
そ
の
後
も
着
手
す
る
暇
な
く
、
荏
再

数
年
を
過
す
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
、

先
生
の
お
宅
へ
参
上
し
た
時
、
談
た
ま
た
ま
六
代
勝
事
記
に
及
ん
だ
の
で
、
私

は
、
知
恩
伝
の
こ
と
、
兄
が
そ
の
覚
書
肌
の
資
料
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
を

お
伝
へ
す
る
と
、
先
生
は
ぜ
ひ
そ
れ
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
の

頃
、
兄
は
大
学
を
辞
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
以
前
か
ら
日

本
仏
教
文
化
史
（
特
に
和
讃
文
学
）
を
専
攻
し
、
若
干
の
論
文
も
発
表
し
て
ゐ

た
の
で
、
先
生
も
よ
く
覚
え
て
ゐ
て
下
さ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
資
料

た
る
や
実
は
ま
こ
と
に
お
粗
末
な
も
の
で
、
先
生
に
は
ほ
と
ん
ど
何
の
役
に
も

二
七

坐
却

木

弘
道



た
た
な
い
代
物
で
あ
ら
う
こ
と
を
愛
ひ
つ
つ
、
私
は
さ
っ
そ
く
仲
介
の
労
を
と

（
註
こ

る
こ
と
に
し
た
。
先
生
は
そ
の
後
、
関
西
大
学
国
文
学
会
編
「
国
文
学
」
に
、

（
註
二
）
．

「
六
代
勝
事
記
私
見
」
と
題
す
る
御
論
文
を
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
、
六
代
勝

事
記
と
後
世
の
文
学
作
冊
や
記
録
文
献
と
の
関
係
に
言
及
さ
れ
た
つ
い
で
に
、

法
然
上
人
伝
（
浄
土
宗
西
川
派
智
湛
が
大
永
六
年
に
著
し
た
も
の
。
十
巻

伝
と
い
ふ
。
浄
土
宗
全
書
十
七
、
井
川
定
慶
氏
編
法
然
上
人
伝
全
集
に
収

む
。
そ
の
巻
二
「
参
詑
嵯
峨
釈
迦
堂
事
」
の
条
の
保
元
の
乱
の
こ
と
、

「
東
大
寺
勧
進
事
」
の
条
の
平
重
衡
罪
障
の
こ
と
、
巻
四
「
後
白
河
法
王

（
一
、
、
）

崩
御
事
」
の
条
が
そ
れ
ぞ
れ
六
代
勝
事
記
に
拠
っ
て
ゐ
る
、
智
恩
伝
（
弘

安
六
年
頃
、
望
西
楼
了
恵
の
作
っ
た
と
い
ふ
も
の
。
井
川
氏
編
法
然
上
人

伝
全
集
に
収
む
。
そ
の
六
代
勝
事
記
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
宝
田
正
道

氏
の
研
究
「
知
恩
伝
と
六
代
勝
事
記
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
未
発
表
の
も
の

で
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
、
同
氏
の
好
意
に
よ
っ
て
拝
覧
し
た
）
の
如
き

も
、
明
か
に
こ
の
書
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
。

と
述
べ
ら
れ
た
が
、
む
し
ろ
「
未
完
成
の
資
料
」
と
し
か
言
へ
な
い
程
度
の
も

の
を
お
目
に
か
け
た
だ
け
で
あ
る
の
に
、
こ
の
や
う
に
わ
ざ
わ
ざ
学
界
に
紹
介

し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
か
た
じ
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
兄
は
こ
の
研

究
を
昭
和
十
五
・
六
年
頃
に
始
め
た
ら
し
い
が
、
戦
争
の
た
め
出
征
、
研
究
が

中
断
さ
れ
、
現
在
も
中
央
公
論
社
科
学
雑
誌
編
輯
長
と
し
て
の
要
職
に
あ
る
た

め
、
ほ
と
ん
ど
研
究
生
活
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
を
り
、
残
さ
れ
た
研
究
は
早
く
か

ら
私
に
勧
め
て
く
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

前
お
き
が
長
く
な
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
以
下
、
手
も
と
に
あ
る
兄
の
資
料

お
よ
び
先
生
の
御
講
義
を
書
き
留
め
た
「
六
代
勝
事
記
ノ
ー
ト
」
を
参
考
に
、

（
註
三
）

「
摩
訶
術
」
所
載
の
知
恩
伝
と
、
新
校
至
言
類
従
本
六
代
勝
事
記
と
に
よ
っ
て
、

知
恩
伝
は
、
今
日
、
仏
教
専
門
家
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
般
国
文
学
専
攻

者
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
か
ら
、
と
り
あ
へ
ず
、
岸
信
宏

（
註
四
）

氏
の
「
解
説
」
の
一
部
を
掲
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

此
の
智
恩
伝
二
巻
は
品
近
に
東
京
の
大
正
大
学
の
高
瀬
承
厳
氏
が
某
書
琲

に
於
て
入
手
し
、
そ
の
考
証
を
「
浄
土
学
」
第
一
輯
に
発
表
せ
ら
れ
た
る

も
の
で
あ
る
。
智
恩
伝
と
い
ふ
書
名
を
伝
ふ
る
も
の
に
は
義
山
の
法
然
上

人
行
状
画
図
翼
讃
第
一
（
浄
全
第
十
六
、
一
○
六
頁
）
、
玄
智
の
真
宗
教

典
志
第
三
（
仏
全
、
仏
書
Ⅱ
録
第
一
、
五
二
七
頁
）
が
あ
る
が
、
い
づ
れ

も
著
者
の
名
を
出
さ
な
い
。
然
る
所
本
書
の
巻
末
識
語
に
よ
っ
て
、
本
書

が
望
西
楼
了
恵
上
人
の
選
述
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
の
で
あ
る
。
（
下
略
）

知
恩
伝
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
石
橋
誠
道
氏
が
こ
の
害
の
欧
文
に
、

一
一
ト

ヲ

今
先
師
上
人
入
滅
之
後
繩
雌
レ
歴
二
七
十
余
廻
之
星
霜
至
当
世
奉
レ
値
一
一
上

ヲ

人
一
之
輩
已
以
希
也
。
若
無
一
一
委
細
伝
記
一
考
将
来
鉦
等
知
二
上
人
徳
行
一
之

テ
ノ

者
上
歎
。
価
尋
一
剛
諸
家
伝
説
一
所
し
令
二
集
記
一
也
。
留
贈
二
後
代
一
共
期
一
一
往

生
一
笑
。
已
上
了

於
二
望
西
楼
一
抄
二
出
之
一
畢

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
宗
祖
の
滅
後
七
十
二
年
目
が
弘
安
六
年
で
、
こ
の
翌

年
に
了
恵
上
人
が
、
三
祁
聖
光
上
人
の
別
伝
を
著
は
さ
れ
た
か
ら
、
こ
の
知
恩

伝
は
恐
く
は
弘
安
六
年
頃
の
作
で
あ
ら
う
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ

（
註
五
）

て
を
ら
れ
る
。
な
ほ
、
高
瀬
氏
蔵
本
は
、
巻
末
に
、

維
時

二
八

両
者
の
関
係
を
私
な
り
に
あ
ら
た
め
て
纒
め
て
み
よ
う
と
思
ふ
。

一
一



六
代
勝
事
記
に
つ
い
て
は
、
既
に
後
藤
先
生
の
詳
細
な
御
研
究
が
あ
る
の
で

省
略
す
る
が
、
知
恩
伝
が
六
代
勝
事
記
か
ら
ど
の
や
う
な
影
響
を
受
け
て
ゐ
る

か
、
そ
の
実
態
を
次
に
探
究
し
て
ゑ
よ
う
。

ま
づ
、
知
恩
伝
上
巻
の
一
‐
参
一
一
籠
嵯
峨
釈
迦
堂
一
事
」
の
条
に
、

ヒ
ソ
カ
’
一

ノ
ヲ
’
一

シ

七
月
九
日
太
上
天
皇
港
出
二
城
南
離
宮
一
忽
洛
東
旧
院
有
二
御
幸
聿
卜
｜
一
戦

う
ニ
白
河
・
二
シ
テ
ヲ
ス
ル
’
一
ヲ
リ
ウ
シ

塲
於
其
処
一
結
二
軍
陣
於
其
中
↓
主
上
這
一
官
軍
一
征
一
一
凶
徒
圭
流
矢
之
所
レ

ス

ヲ

シ

セ
テ

託
左
府
失
し
命
。
同
廿
三
日
奉
レ
移
二
新
院
於
讃
岐
国
や
其
余
党
或
仰
二
刑

知
恩
伝
に
及
ぼ
し
た
六
代
勝
率
記
の
影
響

元
禄
十
六
癸
未
稔
仲
秋
之
頃
。
依
二
江
州
知
恩
院
尊
像
開
帳
一
上
洛
。
幸

拝
二
Ｍ
此
書
一
以
害
写
了
。

孝
燕

霜
月
冬
至
日

と
あ
り
、
ま
た
、
別
筆
で
、

右
知
恩
伝
二
巻
者
。
以
二
良
照
義
山
公
所
持
之
本
一
写
し
之
自
校
合
畢
。

此
本
東
山
大
谷
入
信
院
庫
蔵
在
し
之
。

恵
山
聖

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
高
瀬
氏
蔵
本
が
果
し
て
原
本
を
忠
実
に
伝
へ
て
ゐ

る
か
は
す
こ
ぶ
る
疑
は
し
い
点
も
あ
り
、
原
本
は
少
く
と
も
も
つ
と
整
っ
た
完

（
註
六
）

広
本
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
、
上
巻
に
「
序
文
」
と
「
上
人
誕
生
事
」
「
両
幡
雨
降
事
」

「
幼
稚
異
相
事
」
な
ど
四
十
一
の
項
目
を
、
ま
た
、
下
巻
に
「
明
遍
僧
都
問
答

事
」
「
宗
源
法
印
問
答
事
」
「
於
一
一
月
輪
殿
一
悩
二
拒
病
一
事
」
な
ど
二
十
九
の
項
目

を
た
て
て
ゐ
る
が
、
項
目
だ
け
で
記
事
の
省
略
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
。

一
一
一

リ
ヲ

メ
ニ
ル

官
一
召
二
取
之
聿
或
帰
二
王
化
一
降
来
。

（
註
七
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
や
ぅ
な
記
事
が
六
代
勝
事
記
に
も
発
見
さ

れ
る
。
す
な
は
ち
、
イ

七
月
九
日
夜
、
檸
酸
奉
肇
蝶
噸
砿
碍
母
潅
ひ
そ
か
に
城
南
の
離
宮
を
い
で
、

た
ち
ま
ち
に
洛
束
の
旧
院
に
幸
給
へ
り
。
戦
場
を
其
所
に
し
め
軍
陣
を
其

中
に
む
す
ぶ
。
同
十
・
一
日
に
、
主
上
確
蹄
官
兵
を
つ
か
は
し
て
凶
徒
を
征

す
る
に
や
、
ひ
の
は
た
勢
を
添
へ
て
は
た
を
な
び
か
し
つ
・
流
矢
の
た
坐

イ
左
イ
ナ
シ

す
所
相
府
命
を
う
し
な
へ
り
。
同
廿
三
日
「
太
上
」
天
皇
を
讃
岐
国
へ
う

イ
化

つ
し
奉
り
、
其
余
党
或
は
刑
官
に
仰
せ
ら
れ
て
め
し
と
り
、
或
は
王
地
に

帰
し
て
降
来
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
知
恩
伝
の
文
は
、
六
代
勝
事
記
の
文
を
そ
の
ま

ま
漢
文
に
書
き
直
し
た
や
う
な
体
裁
と
な
っ
て
ゐ
る
。

次
に
、
知
恩
伝
上
巻
の
「
熊
谷
入
道
発
心
事
」
の
条
の
冒
頭
に
、
建
久
元
年

（
二
九
○
）
十
一
月
、
源
頼
朝
が
入
洛
し
、
右
近
衛
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
文
は
、

ハ
ヲ
ケ
ノ
ヲ
カ
シ
テ

ヲ
キ
テ
ノ
ハ
カ
マ
ヲ
シ
テ

将
軍
右
大
将
家
頼
朝
平
二
西
海
白
浪
↓
脈
一
一
奥
州
緑
林
圭
着
一
錦
袴
一
入
洛
．

睡
一
一
舞
孵
蝿
計
麓
燕
林
将
累
拝
賀
儀
式
当
代
壮
観
也
．
紋
一
一
一
族
箸
一

ノ

ノ
サ
ウ
ク
ワ
ン
メ
ノ
‐
ヲ

ム
ノ
ヲ
ケ
ノ
ヲ
コ
ト
ノ
ヲ
テ
ク
ヲ

コ
ト
ヲ

慰
二
万
人
愁
里
却
一
一
不
忠
者
一
賞
一
一
奉
公
者
一
敢
不
レ
分
二
親
疎
一
全
無
し
隔
一
一
遠
近
↓

と
な
っ
て
ゐ
て
、
こ
れ
以
下
は
熊
谷
直
実
の
出
家
に
関
す
る
こ
と
を
記
す
が
、

右
の
文
は
、
六
代
勝
事
記
に
見
え
る
、

頼
朝

征
夷
大
将
軍
二
位
家
西
海
の
白
波
を
た
ひ
ら
げ
、
奥
州
の
緑
林
を
な
ぴ
か

し
て
後
、
錦
の
は
か
ま
を
き
て
入
洛
。
黄
門
亜
相
を
へ
て
、
羽
林
大
将
軍

イ
ナ
シ

に
任
ぜ
り
。
拝
賀
の
儀
式
希
代
の
壮
観
也
。
仏
法
を
お
こ
し
王
法
「
を
」

つ
ぎ
、
一
族
の
箸
を
し
づ
め
万
人
の
愁
を
な
だ
め
、
不
忠
の
も
の
を
し
り

二
九

"

〃〃



一

イ
ナ
シ

ぞ
け
奉
公
の
も
の
「
を
」
す
上
め
、
あ
へ
て
親
疎
を
わ
か
ず
、
ま
た
ぐ
遠

近
を
へ
だ
て
ず
。

イ
ナ
シ

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
大
き
な
差
と
言
へ
ば
、
「
仏
法
を
お
》
」
し
王
法
「
を
」

つ
ぎ
、
」
の
文
が
知
恩
伝
に
見
当
ら
な
い
程
度
で
あ
る
。

六
代
勝
事
記
の
右
の
文
が
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
第
六
末
の
「
右
大
将
頼
朝

果
報
目
出
事
」
の
条
に
見
え
る
文
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
こ
と
を
、
後
藤
先
生

は
そ
の
御
講
義
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
六
代
勝
事
記
と
延

慶
本
平
家
物
語
と
が
あ
た
か
も
親
子
の
関
係
で
あ
っ
て
、
後
者
が
前
者
の
影
響

を
甚
し
く
受
け
て
ゐ
る
こ
と
を
、
強
く
主
張
せ
ん
と
さ
れ
た
も
の
で
、
既
に
先

生
の
晶
禰
戦
記
物
語
の
研
究
」
に
は
、
詳
細
な
御
考
察
が
あ
る
（
四
○
頁
’

四
五
頁
）
。
今
、
御
講
筵
に
列
し
た
時
の
私
の
ノ
ｉ
ト
を
開
い
て
ゑ
る
と
、
昭
和

二
十
二
年
五
月
十
五
日
の
日
附
が
あ
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
に
延
慶
本
平
家
物
語

の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
書
き
留
め
ら
れ
、
先
生
の
や
や
高
い
調
子
の
お
元
気
な
お

声
が
ノ
ー
ト
の
各
頁
か
ら
響
い
て
来
る
や
う
な
感
に
打
た
れ
る
。
延
慶
本
平
家

物
語
の
右
の
条
に
つ
い
て
は
、
先
生
の
前
掲
御
著
書
に
そ
の
原
文
が
引
用
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
参
考
の
た
め
、
吉
沢
義
則
博
士
校
註
録
・
鍾
罎
平
家
物
語
」
に
よ
っ

（
註
八
）

て
掲
げ
る
と
、
そ
の
巻
末
の
第
六
末
汁
九
に
、
次
の
ご
と
く
見
え
る
。

抑
征
爽
将
軍
前
右
大
将
惣
て
目
出
か
り
け
る
人
也
、
西
海
の
白
波
を
平
け
、

奥
州
の
緑
林
を
な
ひ
か
し
て
後
錦
の
袴
を
き
て
入
洛
し
羽
林
大
将
軍
に
任

し
、
拝
賀
の
儀
式
希
代
の
壮
観
也
き
、
仏
法
を
興
し
王
法
を
継
ぎ
、
一
族

の
害
れ
る
を
し
つ
め
芯
万
民
の
愁
を
宥
め
不
忠
の
者
を
退
け
奉
公
の
者
を

賞
し
、
敢
て
親
疎
を
わ
か
す
全
く
遠
近
を
へ
た
て
す
ゆ
上
し
か
り
し
事
共

也
、
（
一
○
○
七
頁
）

そ
し
て
、
こ
れ
以
下
に
は
、
頼
朝
が
伊
豆
国
蛭
が
鴫
へ
流
さ
れ
た
当
時
、
誰
も

三
○

が
頼
朝
の
果
報
め
で
た
か
る
く
き
人
と
思
は
な
か
っ
た
こ
と
、
池
尼
御
前
に
危

ふ
く
助
命
さ
れ
た
の
が
頼
朝
の
成
功
を
導
く
原
凶
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
記

事
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
恩
伝
の
「
熊
谷
入
道
発
心
事
」
の
条
と
延
慶
本

平
家
物
語
の
「
右
大
将
頼
朝
果
報
目
出
事
」
の
条
と
は
、
い
づ
れ
も
前
半
に
、

六
代
勝
事
記
と
ほ
ぼ
等
し
い
文
を
記
し
て
ゐ
る
点
、
構
想
が
類
似
し
て
ゐ
る
わ

け
で
あ
る
。

知
恩
伝
は
、
右
の
条
に
引
続
い
て
、
「
御
室
奉
二
諸
上
人
一
事
」
の
条
を
き
は

め
て
簡
単
に
記
し
た
後
に
、
「
御
白
河
法
皇
崩
御
事
」
に
移
っ
て
ゐ
る
が
、
そ

の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

建
久
三
年
王
子
三
月
十
三
、
。
法
皇
崩
御
。
宝
算
六
十
三
也
。
宿
善
開
発

（
マ
、
）
ニ
テ
メ
ヲ

君
也
。
御
賀
御
逆
臨
高
野
詣
御
登
山
。
勝
地
名
所
極
二
叡
覧
圭
験
仏
霊
社

ス
ヅ

ヲ

テ

ヲ

尽
二
臨
幸
↓
四
明
受
二
大
乗
戒
幸
三
井
伝
二
秘
密
教
↓
東
大
寺
追
二
聖
武
跡
一

ヲ

ノ
・
プ
リ
シ
カ
〈

開
二
眼
金
銅
霊
像
半
（
中
略
）
而
往
生
極
楽
者
朝
暮
御
勤
御
臨
終
正
念

「
一
Ｏ
ｒ

ロ
ノ
キ
ル
ニ
ル
ニ
シ

無
し
乱
・
裁
伽
振
鈴
響
限
二
其
夜
聿
一
乗
暗
調
音
終
二
其
暁
聿
普
天
昼
暗
。

ケ
シ

ク
ル
ナ
リ
ノ
ヲ
ヤ

タ
ル
ナ
リ

ノ

率
土
露
滋
。
草
木
尚
愁
色
也
況
覇
陵
松
乎
。
烏
雀
尚
憂
声
也
況
洞
庭

ヲ
ヤ
ヲ
ホ
ミ
ヤ
ハ
ー
ー
シ
フ
ヘ
ノ
ー
ー
ハ
イ
カ
カ
ル
ー
ー
ー
メ
リ
ー
ー
シ
ハ
シ

鶴
乎
。
大
宮
人
桜
色
染
挟
引
替
。
卯
月
松
敷
懸
藤
衣
成
仁
流
一
一
秋
津
洲

二
ケ
イ
シ

ヨ
リ
モ
フ
チ

ト
〆
ヲ
メ
ナ
ル

之
外
圭
恵
二
茂
筑
波
山
之
影
↓
淵
変
為
し
瀬
之
声
寂
々
閑
レ
ロ
。
砂
長
為
レ

ワ
ト
シ
ョ
ウ
ト
メ

巌
之
頌
詳
々
満
し
耳
一
蚕
・
絵
詞
レ
無
之
．

風
フ
カ
ヌ
御
代
一
一
モ
ロ
ヲ
ソ
思
上
出
ル
入
り
’
一
シ
月
ノ
春
ノ
ヲ
モ
カ

ケ

こ
れ
に
対
し
て
、
六
代
勝
事
記
は
、
前
掲
の
「
征
夷
大
将
軍
（
中
略
）
遠
近
を

へ
だ
て
ず
。
」
の
文
の
直
後
に
、

建
久
三
年
王
子
。

三
月
土
劃
膨
罰
崩
。
蝉
六
蕊
高
遮
君
也
．
御
賀
御
逆
修
高
野

三

、



詣
御
登
山
、
勝
地
名
所
叡
覧
を
き
は
め
、
険
仏
霊
社
臨
幸
を
尽
し
、
四
明

（
密
）

に
は
大
乗
戒
を
う
け
、
三
井
に
は
蜜
教
を
な
ら
ひ
、
東
大
寺
は
聖
武
製
草

の
跡
を
と
め
て
、
金
銅
の
霊
像
は
御
手
下
し
て
開
眼
し
給
・
（
巾
略
）
往

生
極
楽
は
朝
夕
の
御
の
ぞ
ふ
な
り
け
れ
ば
、
臨
終
正
念
み
だ
れ
ず
、
燕
珈

‐
振
鈴
の
ひ
漣
き
は
其
夜
を
か
ぎ
り
、
一
乗
暗
訓
の
こ
ゑ
は
そ
の
晩
に
を
は

り
き
・
普
天
か
き
く
ら
し
、
率
土
露
し
げ
し
。
草
木
愁
た
る
色
あ
り
。
い

は
む
や
朏
陵
の
松
に
お
い
て
を
や
。
鳥
雀
哀
む
こ
ゑ
あ
り
。
い
ば
ん
や
洞

庭
の
鶴
に
お
い
て
を
や
。
お
ほ
宮
人
は
桜
色
に
染
し
た
も
と
を
し
な
く
て
、

卯
月
を
ま
つ
に
咲
か
上
る
藤
の
衣
に
た
ち
か
へ
き
◎
慈
悲
の
恵
一
天
の
下

を
は
ぐ
く
み
、
平
等
の
仁
四
海
の
外
に
な
が
れ
き
。

風
吹
ぬ
御
世
に
も
猶
ぞ
思
ひ
い
る
入
に
し
月
の
春
の
お
も
か
げ

と
記
し
て
ゐ
る
。
こ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
の
「
中
略
」
の
部

分
で
あ
っ
て
、
六
代
勝
事
記
に
は
、

イ
ナ
シ

叡
心
「
に
」
そ
む
き
し
青
葉
は
、
風
の
川
に
散
は
て
、
朝
章
を
み
だ
り
し

イ

白
波
は
、
う
た
か
た
と
消
（
え
）
に
し
か
ど
も
、
分
段
の
秋
の
霧
玉
躰
を

を
か
し
て
、
無
常
の
春
風
花
の
す
が
た
を
さ
そ
ひ
き
。

と
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
知
恩
伝
に
は
、
該
当
部
分
に

シ
ク

ノ

法
勝
寺
均
二
白
河
院
御
願
一
建
二
九
重
塔
王
三
密
護
摩
観
行
二
万
二
千
余
座
。

一
乗
法
花
転
読
七
万
八
千
部
也
。
吾
二
写
一
切
経
一
三
部
。
六
斎
被
レ
禁
一
殺

ヲ

生
一
等
。
事
理
善
根
不
シ
知
一
一
其
数
聖

と
あ
る
ほ
か
、
「
風
フ
カ
ヌ
」
の
歌
の
直
前
に
、
六
代
勝
事
記
の
「
慈
悲
の
恵
一

天
の
下
を
は
ぐ
く
み
、
平
等
の
仁
四
海
の
外
に
な
が
れ
き
・
」
の
文
に
頚
似
し
た

ハ
シ

「
仁
流
一
一
秋
津
洲
之
外
ど
の
文
を
記
し
、
引
続
い
て
六
代
勝
事
記
に
見
え
な
い

ケ
イ
シ

ヨ
リ
モ

「
恵
一
一
茂
筑
波
山
之
影
ご
以
下
の
文
を
記
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

知
恩
伝
に
及
ぼ
し
た
六
代
勝
享
記
の
影
響

こ
れ
ら
の
異
同
の
中
、
六
代
勝
事
記
の
「
叡
心
」
以
下
の
文
が
、
知
恩
伝
に
於

て
「
法
勝
寺
」
以
下
の
文
に
取
っ
て
替
っ
て
ゐ
る
の
は
、
や
は
り
後
白
河
法
皇

の
御
事
績
を
讃
へ
ん
と
す
る
作
者
の
心
の
表
は
れ
と
解
さ
れ
な
い
も
の
た
ら
う

か
。
六
代
勝
事
記
の
や
う
な
文
で
あ
れ
ば
、
た
だ
法
皇
の
崩
御
に
際
し
て
の
無

常
を
読
者
に
感
ぜ
し
め
る
の
に
効
果
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
や
ぅ
に
思
は
れ
る
が
、

ハ
シ

い
か
が
で
あ
ら
う
。
知
恩
伝
の
「
仁
流
二
秋
津
洲
之
外
ご
以
下
の
文
に
つ
い
て

ハ
シ

は
、
た
ま
た
ま
「
仁
流
二
秋
津
洲
之
外
ど
の
箇
所
だ
け
が
六
代
勝
事
記
の
「
慈

悲
の
恵
‐
｜
以
下
「
な
が
れ
き
．
」
ま
で
に
似
通
っ
て
ゐ
て
も
、
こ
れ
は
む
し
ろ
、

古
今
集
真
名
序
の
終
末
辺
に
、

ｃ
ｏ
ｏ
。
。
○
Ｑ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ

陛
下
御
宇
。
干
し
今
九
載
。
仁
流
二
秋
津
洲
之
外
聿
恵
茂
二
筑
波
山
之
陰
王

Ｑ
Ｑ
○
Ｃ
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ

洲
変
為
し
瀬
之
声
。
寂
点
閑
レ
ロ
。
砂
長
為
し
巌
之
頌
。
洋
々
満
し
耳
。
思
レ

（
註
九
）

継
二
既
絶
之
風
壬
欲
し
興
二
久
廃
之
道
壬

と
あ
る
圏
点
の
箇
所
を
、
直
接
に
引
用
し
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る

ま
い
か
。
な
ほ
、
六
代
勝
事
記
の
右
の
文
も
、
後
藤
先
生
が
前
掲
御
著
書
や
御

講
談
で
御
指
摘
に
な
っ
た
通
り
、
延
慶
本
平
家
物
語
第
六
末
の
「
法
皇
崩
御
之

事
」
の
文
と
ほ
と
ん
ど
大
差
が
な
い
。
私
の
「
六
代
勝
享
記
ノ
ー
ト
」
に
は
、

本
条
に
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
二
日
の
日
附
が
あ
り
、
前
条
と
同
様
に
、
延

慶
本
平
家
物
語
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
入
学
し
て
ま
だ
日
の
浅

か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
あ
た
り
で
先
生
か
ら
承
は
る
「
延
慶
本
」
「
久

原
文
庫
」
「
古
梓
堂
文
庫
」
「
内
閣
文
庫
」
「
百
錬
抄
」
「
皇
帝
紀
抄
」
「
安
元
御

賀
記
」
「
拾
芥
抄
」
「
大
日
本
史
料
」
「
史
料
綜
覧
」
等
々
の
名
は
、
い
づ
れ
も

聞
き
初
め
の
珍
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
、
国
文
学
研
究
の
奥
深
さ
に
は
ひ
た
す

ら
驚
異
の
目
を
桑
は
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
象
に
、
延
慶
本
平
家
物
語
の

「
法
皇
崩
御
之
事
」
の
条
は
、
前
掲
の
「
右
大
将
頼
朝
果
報
目
出
事
」
の
直
前

一
一
一
一



汁
八
に
、建
久
三
年
三
月
十
三
日
法
皇
遂
に
崩
御
を
年
六
十
六
、
後
年
高
連
の
君
也
、

御
賀
御
逆
修
高
野
詣
御
登
山
勝
地
名
所
の
叡
覧
を
き
は
め
瞼
仏
霊
社
の
臨

幸
を
尽
し
、
四
明
に
は
大
乗
戒
を
受
、
三
井
に
は
密
教
を
習
ひ
東
大
寺
に

は
聖
武
創
草
の
跡
を
と
め
て
金
銅
の
霊
像
御
手
を
下
に
開
眼
し
給
、
叡
心

に
背
し
青
葉
は
瓜
の
前
に
ち
り
は
て
刺
章
を
乱
し
白
波
は
う
た
か
た
と
消

し
か
と
、
分
段
の
秋
の
霧
玉
躰
を
を
か
し
て
先
常
の
春
の
風
花
の
姿
を
さ

・
そ
ひ
き
、
往
生
枇
楽
は
朝
夕
の
御
の
そ
み
な
り
け
れ
は
臨
終
正
念
象
た
れ

す
、
載
伽
振
鈴
の
響
は
其
夜
を
か
ぎ
り
一
乗
暗
謂
の
御
声
は
其
暁
に
終
り

き
、
普
天
か
き
く
ら
し
率
士
露
し
け
し
、
草
木
愁
た
る
色
あ
り
、
況
や
謝

陵
の
松
に
を
い
て
を
や
、
烏
雀
哀
へ
る
音
あ
り
況
や
洞
庭
の
慨
に
を
い
て

を
や
、
大
宮
人
は
桜
色
に
そ
め
し
挟
を
を
し
な
へ
て
卯
花
を
松
に
さ
き
か

上
る
ふ
ち
の
衣
に
た
ち
か
へ
て
慈
悲
の
め
ぐ
み
一
天
の
下
を
は
く
く
み
、

平
等
の
仁
四
海
の
外
に
流
れ
き
、
（
一
○
○
六
頁
）

と
あ
っ
て
、
六
代
勝
訴
記
に
記
す
「
叡
心
」
以
下
「
さ
そ
ひ
き
。
」
ま
で
の
文

も
そ
の
ま
ま
見
え
る
が
、
「
風
吹
ぬ
」
の
歌
は
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
。

知
恩
伝
下
巻
の
「
後
京
極
摂
政
殿
葬
去
事
」
の
条
は
、

建
永
元
年
三
月
七
日
。
摂
政
太
政
大
臣
良
経
公
頓
死
。
月
輪
禅
定
殿
下

ヲ

二
リ
テ
ヲ
ハ
カ
リ
ヲ

御
息
也
。
交
操
過
し
人
理
政
撫
し
民
。
諸
道
探
二
浅
深
一
而
測
二
浮
沈
↓
万
機

シ
テ
ヲ

そ

舗
一
佐
政
一
而
無
一
親
疎
聿
朝
之
賢
智
也
。
世
之
神
才
也
。
前
大
僧
正
慈
円

ヘ
リ
モ
モ
ー
ー
ク
ニ
モ
ヲ
ヘ
リ
ト
ソ
ケ
ル
ハ
ノ

相
共
思
沈
給
。
職
事
弁
官
道
腋
。
女
峰
歌
苑
主
失
被
し
仰
。
花
尚
昔
花

テ

レ
テ

留
有
レ
露
。
宅
是
旧
宅
廃
無
し
人
。

チ

秋
ノ
夜
ノ
風
ト
月
ト
ノ
友
ハ
ミ
ナ
春
ノ
山
路
ニ
マ
ョ
ヒ
ヌ
ル
カ
ナ

ニ
ヘ
テ

禅
定
殿
下
此
御
歎
打
副
。
（
下
略
）

と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
も
六
代
勝
事
記
に
、

建
永
元
年
丙
寅
。

〔
藻
〕

三
月
七
日
、
摂
政
大
臣
良
経
頓
死
。
後
京
極
殿
と
申
に
や
。
文
操
人
に
す

イ

ぎ
、
理
政
民
を
な
で
、
（
諸
道
に
）
浅
深
を
さ
ぐ
り
て
浮
沈
を
は
か
り
、

万
機
に
補
佐
し
て
親
疎
な
か
り
き
。

ィ
笛

ゞ
花
尚
昔
花
紹
有
し
露
。
宅
斯
旧
宅
廃
無
し
人
。

金
谷
の
花
の
に
ほ
ひ
、
（
中
略
）
職
事
弁
官
も
道
に
く
ら
く
、
文
峰
歌
苑

に
主
を
う
し
な
へ
る
と
か
き
く
ら
し
て
、

秋
の
よ
の
風
と
月
と
の
友
は
み
な
春
の
山
ぢ
に
迷
ひ
ぬ
る
哉

と
よ
ゑ
給
ひ
け
れ
ば
、
（
中
略
）
こ
と
は
り
す
ぎ
て
ぞ
侍
り
し
。

と
あ
る
記
事
の
一
部
分
を
資
料
と
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者

は
全
く
同
一
で
は
な
く
、
知
恩
伝
の
「
月
輪
禅
定
殿
下
御
息
也
・
」
を
は
じ
め

二
ヘ
テ

「
禅
定
殿
下
此
御
歎
打
副
・
」
以
下
の
文
な
ど
は
、
六
代
勝
事
記
に
見
え
な
い

し
、
逆
に
、
六
代
勝
享
記
の
「
金
谷
の
花
の
に
ほ
ひ
、
」
以
下
「
職
事
弁
官
も
」

の
前
ま
で
の
文
、
お
よ
び
「
と
よ
み
給
ひ
け
れ
ば
、
」
以
下
の
文
は
、
知
恩
伝

で
改
作
あ
る
い
は
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
。
両
者
の
異
同
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
軽

卒
な
判
断
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
の
で
、
今
は
と
り
あ
へ
ず
そ
の
実
態
を
見
る
だ
け

に
留
め
た
い
・

知
恩
伝
下
巻
の
「
隠
岐
院
謀
反
事
」
の
条
は
、
か
な
り
長
文
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
六
代
勝
率
記
の
文
と
符
号
す
る
箇
所
が
き
は
め
て
多
い
。
比
較
対
照

の
便
宜
上
、
長
文
の
両
者
を
敢
へ
て
引
用
し
て
お
く
が
、
知
恩
伝
の
本
条
は
、

（
註
一
○
）

次
の
通
り
で
あ
る
。

シ
ク
ノ
ニ

テ
ヲ
〆

⑧
承
久
三
年
五
月
十
五
日
。
太
上
天
皇
同
一
天
宝
土
具
召
二
集
兵
一
訣
二
洛

ノ
テ
イ
イ
ミ
ッ
ス
ヘ
ヲ
一
一
七
シ
カ
ノ
ヲ
ケ

陽
守
謹
庭
尉
光
季
一
之
後
。
為
し
追
二
討
右
京
椛
大
夫
義
時
一
被
し
分
二
泄
打

三

二二



少

‐
二
一
セ
メ
．
ホ
ル

ニ
タ
ケ
キ
『
一
卜

手
一
之
間
・
関
東
武
士
等
又
依
ニ
ニ
品
禅
尼
下
知
一
責
二
上
千
京
都
争
其
武

カ

ム
コ
ト
リ
カ
シ
ニ
ヲ

如
三
焚
会
之
入
一
一
洲
門
争
其
勇
似
三
仁
貴
之
破
二
鶏
林
王
⑧
六
月
十
五
日
百

ノ

ス

ノ
ニ
ス

テ
ル
、
ヲ

万
軍
兵
自
二
宇
治
勢
多
一
入
洛
。
畿
内
畿
外
遠
近
充
満
。
捜
下
求
遁
二
戦
塲
一

ヲ
ル
ー
ヲ
シ

ヲ

ス
ル
ー
ケ
タ
ヲ
ス
ス
カ
ラ
ス
ル
｜
一

之
者
上
斬
レ
首
無
し
隙
三
千
拭
二
白
匁
至
人
馬
死
傷
ま
し
区
。
不
し
卿
一
一
行
歩
↓

ノ
テ
ニ
シ
ヲ
ラ

シ

ノ
シ
ヲ

⑥
西
面
北
面
誇
二
朝
恩
一
好
二
武
勇
一
之
輩
忽
滅
亡
。
近
習
寵
臣
立
一
一
辺
功
一
之

カ
ラ
ク
レ
ヌ
ハ

ノ
ノ

族
悉
被
し
囚
。
大
納
言
忠
信
。
按
察
使
光
親
。
中
納
言
宗
行
。
二
位
兵
衛

ガ
ミ
ア
マ
サ
ノ
ノ
リ
モ
チ
ス
ナ
ラ
ノ
ラ
ニ
し

督
有
雅
。
宰
相
中
将
範
茂
。
宰
相
中
将
信
能
卿
等
。
不
し
心
旅
空
後
先

ツ
ア
ッ
マ
チ
ユ
ク
ス
ヘ
モ
ナ
ホ
ア
シ
カ
ラ
ノ
七
キ
ア
ヘ
ヲ
シ
シ
、
イ
カ
ニ
ナ
ル
・
《
、
ノ
カ
タ
ー
ー
キ
ヌ
ラ
ン
ト
ソ
ミ
ケ
ル

立
東
道
。
行
末
猶
足
柄
不
二
関
敢
一
涙
流
。
何
鳴
見
方
来
悲
突
。

ハ
ノ
ス
ソ
ノ
ノ
ノ
ー
ノ
ヲ
ク
ヘ
ノ
ノ
エ
』
ア
ヘ
ヌ
函
一
ノ
ヲ
ヲ
ロ
ノ

⑪
光
親
卿
宮
士
末
野
秋
初
風
。
萩
下
葉
吹
夕
。
露
命
消
敢
程
。
蓬
髪
下

ノ
ヲ
ピ
ッ
、

ヲ
．
、
、
ツ
、
キ

蓮
花
願
。
法
花
経
読
被
〉
斬
ケ
ル
。
宗
行
中
納
言
菊
河
宿
タ
リ
ヶ
ル
夜
。

タ
ル
ヤ
ト
ノ
一
一

立
入
宿
柱
書
付
ケ
ル
・

ノ

テ
ヲ
フ
ヅ
ハ

ノ

ソ
二

昔
南
陽
県
菊
水
汲
二
下
流
一
而
延
し
齢
。
今
東
海
道
菊
川
宿
二
西
岸
一
而

フ
ヲ

失
し
命
云
欠

ウ
キ
シ
マ
カ

浮
島
原
ヲ
過
ケ
ル
時

ケ
フ
ス
ク
ル
身
ヲ
ウ
キ
シ
マ
ノ
原
ニ
テ
ソ
ッ
ヰ
ノ
命
ヲ
キ
、
サ
タ
メ

ツ
ル

ア
ヒ
サ
ワ
ト
ニ
テ
二

藍
沢
云
所
遂
被
レ
切
畢
。

モ
ー
モ

ノ
ホ
ト
リ
ニ
ヲ

有
雅
卿
範
茂
卿
皆
於
三
束
土
路
傍
一
失
し
命
畢
。

ヲ
シ

ノ

⑧
同
七
月
六
日
。
太
上
天
皇
奉
レ
移
二
鳥
羽
殿
や
大
宮
中
納
言
宰
相
中
将

三
シ
モ
チ
リ
ニ
テ
フ
ノ
シ
ル
ノ
ヨ
ソ
ナ
ル

左
衛
門
尉
能
茂
許
御
共
出
一
一
四
辻
殿
一
給
。
御
心
中
可
二
推
旦
昊
叡
覧
外

二
サ
セ
ニ
ノ
ノ
キ
ハ
モ
〃
〆
一
一
ハ
ツ
ハ
モ
ノ

七
条
殿
遙
顧
給
。
紫
辰
殿
川
葉
隠
ヌ
レ
ハ
・
離
宮
塵
深
洞
庭
只
兵

テ
リ

充
満
。

カ
コ
ミ
テ
タ
ニ
モ
ス
剴
ヨ
ハ
リ
シ
タ
テ
ノ
ヲ
ノ

⑨
同
八
日
。
御
出
家
。
大
軍
囲
烏
不
し
通
。
不
し
隔
二
錦
帳
一
三
千
寵

モ
ノ
ヲ

ル
ニ
ー
“
刀
Ⅲ
ヴ
シ
二
一
ノ
モ
ヌ
ラ

ヲ

愛
此
世
御
姿
不
レ
及
レ
奉
レ
見
・
近
三
玉
醐
一
近
習
臣
妾
不
し
替
御
有
様
不
し
能
し

知
恩
伝
に
及
ぼ
し
た
六
代
勝
事
記
の
影
響

ニ
モ
ゾ
ノ
ヲ
ヲ
ノ
ー
．
，
ゲ
レ
ト
モ

奉
レ
拝
・
召
二
信
実
朝
臣
－
令
し
図
一
御
影
一
被
し
進
二
七
条
女
院
や
女
院
即
有
二

ニ
オ
ク
レ
ニ
ケ
レ
《
ヨ
リ
ハ
モ
ク
テ
テ

ニ
テ
‐
ニ

シ

御
幸
一
御
目
互
晩
泣
外
御
詞
無
。
懸
一
一
女
房
手
一
任
し
足
即
立
帰
御
畢
。

テ
ニ
ノ

ヲ
ク
ノ

⑥
同
十
三
日
奉
レ
移
三
隠
岐
国
↓
武
士
立
二
副
御
輿
一
勅
一
一
申
先
途
廻
傾
月

キ
ム

ナ
レ
ハ
サ
イ
キ
テ
ル

ハ
ニ
リ
シ
モ
］
一
シ
モ
一
云
可
ヲ

可
咳
惜
御
名
残
。
涯
奉
レ
見
人
々
朝
恩
誇
朝
賞
漏
莫
レ
不
し
落
し
涙
。

ハ
レ
ル
ニ
ノ
ヲ
マ
ナ
ヒ
と
シ
ソ
カ
シ
ノ
ロ
ム

カ
リ

目
一
一
鳥
羽
一
西
定
式
武
士
有
様
学
給
。
人
所
し
好
必
不
〉
空
。
無
し
由
ケ

ト
ソ
ク
ヤ
シ
ク

シ
レ
ム
ミ
ナ
セ
ノ
ニ
カ
シ
ケ
テ

ル
御
ス
サ
ミ
娩
悔
被
一
一
思
食
一
ケ
ル
。
⑧
可
し
憐
。
水
無
瀬
洞
庭
杼
レ

オ
モ
ヒ
ノ
こ
、
畠

卜
二

陸
．
亡
国
恨
陥
庭
シ
モ
限
ラ
サ
リ
ヶ
リ
。
出
雲
国
大
浜
云
所
付
セ
給
テ

タ
ラ
チ
メ
ノ
キ
ヘ
ャ
ラ
テ
マ
ッ
席
ノ
身
ヲ
風
ヨ
リ
サ
キ
ニ
イ
カ
テ
ト

〈
マ
シ

シ
ル
ラ
メ
ャ
ウ
キ
世
ヲ
ミ
ヲ
ノ
ウ
ラ
チ
烏
ナ
ク
ノ
く
、
シ
ホ
ル
ソ
テ
ノ

ケ
シ
キ
ヲ

ノ
ノ
ヲ
テ
ノ
ニ
リ
カ
セ

ヒ
し
〈
ニ

ヒ
リ
テ

仙
雲
波
煙
浪
凌
遙
隠
岐
渡
付
給
ヒ
ヌ
。
境
非
二
南
北
二
鳥
札
失
し
便
。

リ
コ
ト
ノ
ヲ
リ
シ
カ
ハ
ラ
ノ
ノ
ク
ラ
ム
モ
シ

メ
〈
ヲ

ト
ン

政
陰
陽
変
不
レ
測
烏
頭
白
成
無
し
期
。
泣
々
望
二
故
郷
一
雲
海
沈
登

↓
一
ス
ン
ト
ク
レ
ハ
ノ
カ
タ
ノ
ヲ

ミ
ト
リ
ク
シ
テ
ヲ
ス
ト
イ
タ
マ
シ
メ
シ
ニ
へ

眼
為
し
穿
。
空
脩
二
其
方
山
一
胄
黛
翠
薄
思
不
レ
痛
云
事
無
。
朝
愁

一
一
ム
ミ
シ
ヲ
フ

ノ
ヲ
ス
ヘ
テ

ヲ
キ
セ

タ
悲
。
撰
し
地
山
庄
。
触
レ
折
暦
二
覧
凹
季
景
色
一
統
万
事
叡
念
令
レ
感
。
種

ノ

レ
モ
一
一
ク
リ
シ
ニ

ハ
ニ

ノ

ム
雑
芸
何
玉
体
堪
中
。
奇
苑
蹴
鞠
之
御
遊
古
今
無
し
比
御
事
也
。
黄
帝

ヲ
〈
ノ
ノ
ニ
シ
ノ
ノ
ヲ
ハ
ミ
ナ
セ
ノ
ノ
ヘ
ニ
ナ
カ
メ
シ
ノ
へ

古
跡
白
河
春
天
移
。
明
石
浦
朝
霧
水
無
瀬
秋
夕
詠
給
三
十
九
年
御
栄
。

ノ
ケ
キ
ヘ
ノ
ミ
メ
テ
ノ
ヲ
シ
シ
キ

ー
時
逆
徳
衰
。
四
十
八
願
憩
始
三
尊
来
迎
期
御
・

カ
ネ
テ
ョ
リ
イ
ハ
テ
コ
シ
マ
ノ
タ
ョ
リ
ア
ラ
ハ
松
風
サ
ソ
ヘ
ム
ラ
サ

キ
ノ
雲

ノ
ノ
ニ

ヘ
テ
ヲ
ク
ノ
ヲ
ノ
ア
シ
ノ
二

ｍ
昔
清
凉
紫
哀
金
扉
釆
女
並
レ
腕
巻
二
玉
簾
至
今
民
烟
蓬
蕊
葦
軒
海
人

テ
ヲ
ス
プ
ト

ハ
ヒ
ヲ
セ
イ
ノ
ニ

ノ

垂
し
釣
為
二
語
友
や
槐
門
鰊
路
之
類
拭
二
紅
涙
於
征
路
之
月
圭
月
卿
雲
客
之

ハ
キ
ラ
ル
イ
ケ
ク
ヒ
ヲ
ノ
ー
キ
・
歪
」

輩
斬
二
生
頸
於
他
郷
之
雲
一
ト
ソ
書
置
給
ケ
ル
・

ニ
ノ
コ
シ

ヲ

ニ
ク
ー
ノ
ニ

ノ
フ

⑧
凡
三
帝
一
時
残
一
一
遠
流
之
恥
一
諸
臣
一
旦
泣
二
死
刑
之
罪
や
因
果
所
し
酬



一

豈
不
一
思
食
知
一
乎
。

（
註
三
）

こ
れ
に
対
す
る
六
代
勝
事
記
の
文
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

㈹
五
月
十
五
日
に
、
太
上
天
皇
、
天
宝
の
む
か
し
に
ひ
と
し
く
、
兵
を
め

し
て
洛
湯
の
守
護
延
尉
光
季
を
討
せ
ら
れ
、
追
討
使
を
わ
か
ち
つ
か
は
す

に
及
び
て
、
二
品
禅
尼
有
勢
の
武
士
を
庭
中
に
召
あ
つ
め
て
か
た
ら
ひ
て

い
は
く
、
（
中
略
）
奨
噌
が
沸
門
に
い
り
、
仁
貴
が
鶏
林
を
や
ぶ
り
し
よ

り
い
ち
は
や
く
、
（
中
略
）
伺
同
十
五
日
に
、
百
万
の
い
ぐ
さ
入
洛
し
て

畿
内
畿
外
に
糸
ち
み
て
り
。
戦
場
を
の
が
れ
た
る
も
の
を
あ
な
ぐ
り
も
と

め
て
、
首
を
き
る
事
白
刃
を
の
ど
ふ
に
ひ
ま
あ
ら
ず
。
人
馬
の
死
傷
ち
ま

た
を
ふ
さ
ぎ
て
行
歩
た
や
す
か
ら
ず
。
（
中
略
）
仲
西
面
北
面
の
朝
恩
に

ほ
こ
り
て
武
勇
を
こ
の
む
、
た
ち
ま
ち
に
ほ
ろ
び
、
近
習
寵
臣
の
辺
功
を

た
つ
る
、
こ
と
人
、
く
と
ら
へ
ら
れ
ぬ
。
大
納
言
忠
信
、
按
察
使
光
親
、

中
納
言
宗
行
、
二
位
兵
衛
督
有
雅
、
宰
相
中
将
範
茂
、
宰
相
中
将
信
能
卿

等
、
心
な
ら
ぬ
旅
の
そ
ら
、
を
く
れ
さ
き
だ
つ
あ
づ
ま
ぢ
の
ゆ
く
す
ゑ
に
、

な
を
あ
し
が
ら
の
せ
き
あ
へ
ぬ
涙
を
か
け
て
、
い
か
に
な
る
み
の
か
た
に

き
ぬ
ら
ん
と
、
か
な
し
き
（
巾
略
）
㈲
光
親
の
卿
は
、
不
尽
の
す
そ
の
の

秋
の
は
つ
か
ぜ
、
萩
の
し
た
葉
を
ふ
く
露
の
い
の
ち
む
す
び
も
あ
へ
ぬ
ほ

ど
に
、
よ
も
ぎ
の
か
み
を
お
ろ
し
可
は
ち
す
の
花
を
ね
が
ひ
、
法
花
経
を

よ
み
て
ぞ
は
か
な
く
な
り
に
け
る
。
宗
行
卿
は
、
う
き
し
ま
が
原
を
す
ぐ

る
日
、
け
ふ
を
か
ぎ
り
と
き
上
て
、

昔
南
陽
県
菊
水
汲
二
下
流
一
而
延
し
齢
。

今
東
海
道
菊
河
宿
二
西
岸
一
而
失
レ
命
。

け
ふ
過
る
身
を
う
き
鴫
の
原
に
て
ぞ

つ
ゐ
の
道
を
ぱ
聞
定
つ
る

手
な
ん
ど
あ
ら
は
ん
と
て
、
た
ち
入
り
た
る
道
の
べ
の
家
の
柱
に
か
き
つ

け
て
、
ゆ
き
７
１
、
て
あ
ひ
ざ
は
と
い
ふ
所
の
木
し
げ
き
ゆ
ふ
露
を
、
日
ぐ

ら
し
の
音
に
そ
へ
て
き
上
に
け
る
。
有
雅
卿
も
、
こ
の
ほ
ど
に
て
う
せ
に

け
り
。
範
茂
卿
は
、
も
と
よ
り
花
の
都
に
ち
り
の
こ
る
べ
き
人
な
ら
ず
。

唯
身
を
う
ぢ
が
は
に
名
を
な
が
す
べ
か
り
け
る
を
、
は
か
な
く
の
が
れ
て
、

は
や
か
は
の
そ
こ
の
み
く
づ
と
な
り
に
し
こ
そ
あ
や
な
く
侍
つ
れ
。
信
能

卿
は
、
象
の
の
国
遠
山
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
ぞ
を
は
り
に
け
る
。
㈹
同
七

月
六
日
、
太
上
天
皇
を
鳥
羽
殿
に
遷
し
奉
る
に
、
（
中
略
）
大
宮
中
納
言
、

国
通

左
宰
相
中
将
、
左
衛
門
尉
能
茂
ば
か
り
に
て
、
ょ
つ
つ
じ
ど
の
を
い
で
さ

せ
給
・
御
心
中
を
し
は
か
る
べ
し
。
叡
覧
よ
そ
な
る
七
条
殿
は
る
か
に
か

へ
り
見
さ
せ
給
・
紫
辰
殿
の
粁
端
も
か
く
れ
ぬ
れ
ば
、
離
宮
ち
り
ふ
か
く

イ

し
て
洞
庭
に
は
（
た
望
）
兵
の
み
あ
り
。
（
中
略
）
㈹
同
八
日
御
出
家
。

大
軍
か
こ
み
て
烏
だ
に
も
た
上
ね
ば
、
錦
の
帳
を
へ
だ
て
ざ
り
し
三
千
の

た
ぐ
ひ
も
、
こ
の
世
の
御
婆
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
。
玉
の
桑
ぎ
り
に
侍
り

し
臣
妾
も
、
に
う
わ
の
御
声
を
き
く
な
し
。
信
実
め
し
て
、
御
姿
を
う
つ

さ
せ
て
御
覧
ず
る
に
も
、
（
中
略
）
七
条
院
今
は
か
ぎ
り
の
御
名
ご
り
に

た
へ
ず
、
御
幸
な
り
た
る
に
、
（
中
略
）
も
ろ
と
も
に
な
く
よ
り
外
の
御

詞
な
し
。
御
Ⅲ
た
が
ひ
に
く
れ
に
け
れ
ば
、
女
房
の
か
た
に
手
を
か
け
て
、

あ
し
に
ま
か
せ
て
、
や
が
て
た
ち
か
へ
ら
せ
給
に
け
り
。
（
中
略
）
的
同

十
三
日
に
、
隠
岐
国
へ
う
つ
し
奉
る
に
、
も
の
入
ふ
御
こ
し
に
立
そ
ひ
て
、

先
途
を
す
上
め
ま
う
せ
り
。
か
た
ぶ
く
月
の
お
し
か
る
べ
き
御
名
残
な
れ

ば
、
さ
い
ぎ
り
て
み
た
て
ま
つ
り
し
人
左
、
朝
恩
に
ほ
こ
り
し
も
朝
恩
に

も
れ
し
も
、
涙
を
お
と
さ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
（
中
略
）
鳥
羽
よ
り
西
は
、

さ
だ
ま
れ
る
式
に
て
、
も
の
の
ふ
の
あ
り
き
を
ま
な
び
給
ひ
し
ぞ
か
し
。

三

四



（
中
略
）

，
刈
守
ぞ

し
る
ら
め
や
う
き
世
を
桑
ほ
の
浦
ち
ど
り

な
く
７
Ｉ
、
し
ぼ
る
杣
の
け
し
き
を

（
中
略
）
仙
雲
の
浪
け
ぶ
り
の
な
み
を
し
の
ぎ
て
、
は
る
か
の
お
き
に
わ

た
り
つ
か
せ
給
ひ
ぬ
。
さ
か
ひ
南
地
に
あ
ら
ね
ば
雁
の
た
ま
づ
さ
も
た
よ

り
を
う
し
な
ひ
へ
政
陰
陽
の
変
を
は
か
ら
ざ
り
し
か
ぱ
、
烏
の
か
し
ら
の

白
く
な
ら
む
も
期
し
が
た
し
。
な
く
な
く
故
郷
を
の
ぞ
め
ば
、
雲
海
沈
女

と
し
て
眼
う
け
む
な
し
く
、
そ
な
た
の
山
を
ま
ぽ
れ
ぱ
、
青
黛
み
ど
り
う

す
ぐ
し
て
思
ひ
を
い
た
ま
し
む
。
朝
に
う
れ
へ
夕
に
か
な
し
む
。
地
を
ひ

ら
き
し
川
庄
、
折
に
ふ
れ
た
る
歴
覧
、
四
時
の
最
気
、
す
べ
て
万
事
叡
念

を
感
ぜ
し
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
雑
芸
、
い
づ
れ
も
玉
休
に
た
へ
た
り
し
な

か
に
、
歌
苑
の
御
あ
そ
び
は
す
ぐ
れ
た
り
し
わ
ざ
な
り
。
（
中
略
）
蹴
鞠

は
古
今
た
ぐ
ひ
少
な
か
り
し
事
也
。
黄
帝
の
古
の
あ
と
、
白
河
の
春
の
天

に
さ
か
り
な
り
き
。
冊
九
年
の
さ
か
へ
、
一
昨
の
逆
徳
に
を
と
ろ
へ
、
冊

八
願
の
た
の
み
、
三
尊
の
来
迎
を
期
す
べ
し
。

か
ね
て
よ
り
い
は
で
小
じ
ま
の
便
あ
ら
ば

松
風
さ
そ
へ
む
ら
さ
き
の
雲

知
恩
伝
に
及
ぼ
し
た
六
代
勝
事
記
の
影
響

人
の
こ
の
む
所
か
な
ら
ず
む
な
し
か
ら
ぬ
な
ら
ひ
な
り
け
れ
ば
、
（
中
略
）

よ
し
な
か
り
け
る
御
す
さ
び
か
な
と
ぞ
、
く
や
し
く
お
ぼ
え
侍
し
。
（
中

イ
む

略
）
㈱
あ
は
れ
ぶ
く
し
。
桑
な
せ
の
洞
庭
に
柳
か
し
け
て
、
亡
国
の
う
ら

み
暗
堤
に
し
も
か
ぎ
ら
ざ
り
け
る
（
中
略
）
い
づ
も
の
国
に
お
ほ
は
ま
と

い
ふ
所
に
つ
か
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
（
中
略
）

た
ら
ち
ね
の
消
や
ら
で
ま
つ
露
の
身
を

風
よ
り
先
に
い
か
で
と
は
ま
し

（
中
略
）
脚
何
に
よ
り
て
か
三
帝
一
時
に
遠
流
の
は
ぢ
あ
る
。
（
下
略
）

さ
て
、
知
恩
伝
の
⑧
⑧
。
⑪
⑧
③
⑥
㈹
⑩
四
は
そ
れ
ぞ
れ
、
六
代
勝
享
記
の
价

何
伽
目
嗣
例
的
扮
帆
脚
の
文
と
類
似
し
て
ゐ
る
が
、
知
恩
伝
の
方
は
六
代
勝
事

記
の
文
の
一
部
を
省
略
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
辞
句
を
や
や
改
め
た
り
し
て
、

全
体
を
簡
略
化
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
例
へ
ぱ
、
六
代
勝
事
記
の
㈲

に
、
「
法
花
経
を
ょ
ゑ
て
ぞ
は
か
な
く
な
り
に
け
る
。
」
と
あ
る
の
が
、
知
恩
伝

．
ヲ
『
、
、
シ
、
キ

の
⑨
で
は
「
法
花
経
読
被
し
斬
ケ
ル
・
」
と
な
っ
て
ゐ
た
り
、
ま
た
㈲
に
「
ゆ

き
Ｊ
１
～
て
あ
ひ
ざ
は
と
い
ふ
所
（
中
略
）
遠
山
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
ぞ
を
は

ア
ヒ
サ
ワ
ト
ニ
テ
ニ

リ
に
け
る
。
」
と
あ
る
の
が
、
⑨
で
は
き
ば
め
て
簡
略
に
「
藍
沢
云
所
遂

ヲ

（
中
略
）
失
し
命
畢
・
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
後
者
の
例
は
、
お
そ

ら
く
、
㈲
の
「
有
雅
卿
」
「
節
茂
卿
」
「
信
能
卿
」
が
同
様
の
運
命
と
な
っ
た
た

め
、
⑨
で
こ
れ
ら
を
一
括
表
現
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
ほ
か
、
㈲
の
「
宗

行
卿
」
に
関
す
る
記
事
に
見
え
る
「
う
き
し
ま
が
原
を
す
ぐ
る
日
」
は
、
⑨
で

ウ
キ
シ
マ
カ

ハ
ノ

は
「
浮
島
原
ヲ
過
ケ
ル
時
」
と
し
て
「
昔
南
陽
県
」
の
漢
詩
の
次
に
位
置
し
、

㈲
の
「
手
な
ん
ど
あ
ら
は
ん
と
て
、
（
中
略
）
家
の
柱
に
か
き
つ
け
て
、
」
は
、

⑪
で
は
「
菊
河
宿
タ
リ
ヶ
ル
夜
。
（
中
略
）
書
付
ケ
ル
・
」
と
し
て
右
の
漢
詩

の
直
前
に
見
え
る
な
ど
、
詞
章
の
位
置
の
転
換
し
て
ゐ
る
所
も
あ
る
。
さ
う
言

へ
ば
、
こ
の
や
う
な
手
法
は
、
鎌
倉
時
代
の
文
学
作
品
に
於
け
る
改
作
の
場
合

（
註
一
二
）

に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
》
で
、
今
後
、
知
恩
伝
は
、
物
語
の
改
作
現
象
の

究
明
に
対
す
る
一
参
考
資
料
と
し
て
も
価
値
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

な
ほ
、
知
恩
伝
の
の
は
六
代
勝
事
記
の
㈹
１
脚
の
い
づ
れ
に
も
該
当
し
な
い
が
、

（
註
一
三
）

兄
の
考
察
に
よ
る
と
、
ｍ
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の
御
製
無
常
講
式
第
三
段
に
見
え

る

マ
、
マ
、

昔
清
凉
紫
震
金
扉
、
菜
女
並
レ
腕
巻
一
一
玉
簾
《
今
民
煙
蓬
茎
葦
軒
海
人
垂
レ

＝

五



以
上
、
知
恩
伝
と
六
代
勝
事
記
と
に
つ
き
、
主
と
し
て
そ
の
形
式
的
な
比
較

を
試
み
た
が
、
と
に
か
く
知
恩
伝
が
六
代
勝
事
記
を
資
料
と
し
て
そ
の
上
に
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
疑
問
の
余
地
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
前
述
の
ご
と
く
、
知
恩
伝
上
巻
の
「
後
白
河
法
皇
崩
御
事
」
の
条
に
、

古
今
集
真
名
序
の
一
部
が
用
ひ
ら
れ
た
り
、
知
恩
伝
下
巻
の
「
隠
岐
院
謀
反

事
」
の
条
に
無
常
講
式
の
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
法
花

験
記
・
拾
遺
伝
・
史
記
・
孝
経
・
漢
書
等
の
書
名
を
明
記
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ

れ
必
要
な
文
を
引
用
す
る
箇
所
が
散
見
す
る
な
ど
、
知
恩
伝
が
六
代
勝
半
記
以

外
の
書
を
原
拠
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
六
代
勝
事
記
以
外
の
出
典
に
つ
い
て
は
本
稿
と
直
接
関
係
が
な
い
の
で
、

詳
細
は
省
く
が
、
要
す
る
に
、
知
恩
伝
は
法
然
上
人
の
伝
記
を
繩
め
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
関
係
事
項
や
関
係
史
実
を
、
他
書
に
よ
っ
て

記
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
六
代
勝
事
記
は
、
そ
の
た
め
に
使

用
さ
れ
た
材
料
の
一
つ
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

中
世
の
文
学
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
門
外
漢
で
あ
り
な
が
ら
、
私
は
臆
面
も

な
く
筆
を
進
め
て
し
ま
っ
た
。
後
藤
先
生
が
今
な
ほ
御
健
在
で
い
ら
つ
し
や
っ

た
ら
、
い
つ
も
の
や
う
に
「
そ
ん
な
に
あ
れ
も
こ
れ
も
と
手
を
着
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
ね
。
」
と
、
専
攻
以
外
の
こ
と
に
軽
だ
し
く
発
言
し
た
私
を
厳
し
く
た
し

な
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
特
に
お
ゆ
る
し
を
願
ふ
こ
と
に
し
て
、
ひ
た

鉤
僅
成
し
語
、
月
卿
雲
客
身
切
一
一
生
頸
於
他
郷
之
奎
三

涙
於
征
路
之
月
↓

の
ａ
ｂ
両
句
を
転
換
し
て
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

四

H1

b

槐
門
鰊
路
人
落
一
一
紅

一
二
一
〈

す
ら
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
ふ
。

（
註
一
）
第
二
十
七
号
（
昭
和
三
十
四
年
十
月
刊
）
「
山
脇
博
士
古
稀
記

念
特
集
そ
の
こ

（
註
二
）
先
生
の
こ
の
御
論
文
は
、
鮫
近
、
「
六
代
勝
事
記
の
諸
川
題
」

と
し
て
「
学
大
国
文
」
（
第
六
号
「
後
藤
丹
治
教
授
停
年
退
官
記
念
号

国
文
学
叢
考
」
昭
和
三
十
八
年
二
月
、
大
阪
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
研
究

室
刊
）
に
収
赦
さ
れ
た
。

（
註
三
）
第
拾
巻
（
昭
和
六
年
五
月
刊
）
，
「
望
西
楼
特
輯
号
」

（
註
四
）
「
摩
訶
術
」
第
拾
巻
所
載
。

（
註
五
）
「
了
恵
上
人
伝
に
就
て
」
（
「
摩
訶
術
」
第
拾
巻
所
載
）
。
た
だ

し
、
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
兄
も
や
や
疑
問
を
抱
い
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る

（
宝
田
正
道
「
知
恩
伝
孜
」
〔
「
浄
土
学
」
第
十
五
輯
ｌ
昭
和
十
四
年
十
二

月
ｌ
所
戦
〕
）
。

（
註
六
）
前
掲
の
「
知
恩
伝
孜
」
に
よ
る
。

（
註
七
）
「
摩
訶
術
」
所
載
の
知
恩
伝
の
「
解
説
」
中
に
は
、
校
訂
の
要
領

に
つ
き
、
「
明
了
な
る
誤
字
は
之
を
訂
正
し
て
置
い
た
。
判
読
出
来
ざ
る

異
様
の
文
字
は
口
印
の
欠
字
を
置
き
、
文
字
は
明
了
な
る
も
意
味
の
迪
ぜ

ざ
る
も
の
に
は
（
マ
、
）
の
印
を
付
し
た
。
返
り
点
は
た
■
一
の
印
の
み

あ
り
て
こ
、
三
等
の
印
な
き
古
態
を
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
全
部
之

を
改
め
て
現
時
行
は
れ
て
ゐ
る
返
り
点
を
付
し
、
以
て
判
読
に
便
な
ら
し

め
た
。
傍
註
に
字
音
、
字
訓
を
現
は
す
仮
名
が
多
く
付
せ
ら
れ
て
あ
っ
た

が
、
参
照
に
値
す
る
も
の
Ａ
象
を
存
し
て
、
他
は
一
切
之
を
省
い
た
。
送

り
仮
名
も
明
了
な
る
誤
は
之
を
訂
正
し
、
余
り
に
繁
雑
な
る
所
は
意
味
を

存
せ
ざ
る
限
り
之
を
川
つ
た
・
」
と
あ
る
の
で
、
以
下
、
返
り
点
や
送
仮



名
な
ど
も
一
応
原
本
通
り
に
し
て
お
く
。

（
註
八
）
以
下
、
延
慶
本
平
家
物
語
は
本
書
を
使
川
す
る
。

（
註
九
）
ｎ
本
古
典
文
学
大
系
本
、
三
四
一
頁
。
間
点
筆
者
。

（
註
一
○
）
便
江
上
、
⑧
⑥
。
：
…
の
符
号
を
施
す
。

（
註
一
己
便
宜
上
、
㈹
㈹
例
…
；
・
の
符
号
を
施
す
。

（
註
二
一
）
三
谷
栄
一
博
士
箸
「
物
語
文
学
史
論
」
・
小
著
「
平
安
末
期
物

知
恩
伝
に
及
ぼ
し
た
六
代
勝
亭
記
の
影
響

語
の
研
究
」
参
照
。

（
註
一
三
）
宝
田
正
道
「
無
術
榊
式
と
知
恩
伝
」
（
「
中
外
日
報
」
昭
和
十
四

年
五
月
）
・
「
後
鳥
羽
上
皇
の
御
信
仰
」
（
「
浄
土
学
」
第
十
門
輯
〔
昭
和

十
四
年
六
月
〕
所
載
）

ｌ
昭
和
三
八
・
六
・
一
、
御
命
日
の
夜
！

一
二
斗
〕


